
㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 1㸸大学拡充ィ⏬の推㐍 

【基本方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【基本方㔪:7】 
 教⫱の実㊶の場としての医⒪・⚟♴施タの展㛤 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 

1㸬新専攻分㔝のタ⨨、収容定員の増加、大学㝔┳ㆤ学分㔝のタ⨨、助⏘師ㄢ⛬の᳨ウと実
⌧へのプロセスの推㐍 

2㸬新専攻分㔝のタ⨨➼に伴う施タの改修と教⫱⎔境➼の改善に向けた取⤌ 
3㸬㝃属医⒪施タのタ❧と体制整備に向けた取⤌ 

㈐任⪅:Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧 
分担⪅:山口えり子㸦企⏬広報ㄢ㛗㸧、宮㷂和⿱(⟶㈈ㄢ㛗)、ΎỈィ㞝㸦医⒪⚟♴事ᴗ担当ㄢ㛗㸧 
事務局:企⏬広報ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯㸬新専攻分㔝のタ⨨、

収容定員の増加、大学

㝔┳ㆤ学分㔝のタ⨨、

助⏘師ㄢ⛬の᳨ウと実

⌧へのプロセスの推㐍 

①┳ㆤ学㒊┳ㆤ学⛉の入学定員を㸶㸮名から㸯㸮㸮名に定員増加
の⏦ㄳを⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

令和元年 6月文部科学省へ収容定員増の認可申請を行い、同年 8月

に認可を受け、令和 2 年 4 月より看護学科の入学定員を 80 名から 100

名に増員した。看護学科では、106 名の入学生を受け入れることができ、

引き続き地域に根差した保健、地域医療、在宅医療、福祉を担う看護専

門職の養成を目指していく。 

 
②医⒪、⚟♴の⥲合大学として、学㒊、学⛉、専攻の更なる充実を
図り、新タ、再⦅、その他のㄢ⛬、学⛉名⛠の変更などについて
᳨ウする。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

令和 3年 4月に、大学設立当初からある医用情報工学科を改組し、医

用工学部医療健康デ䞊タサイエ䞁ス学科を開設するため申請準備を進

めている。医療健康デ䞊タサイエ䞁ス学科では、デ䞊タの意味を理解し、

デ䞊タ環境を構築し、AI など最新の手法を駆使してデ䞊タを分析し、

様々な課題解決のためのプ䝻ジェクトをマネ䞊ジメ䞁トすることができる医

療健康分野のデ䞊タサイエ䞁ティストを育成することを目的にする 

㸰㸬新専攻分㔝のタ⨨➼

に伴う施タの改修と教

⫱⎔境➼の改善に向け

た取⤌み 
 
 
 
 
 
 
 

①教⫋員・学⏕からの提も含めた「改善をせする⟠所」の☜ㄆ 
 を⾜う。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

バ䝸アフ䝸䞊化 千代崎キャ䞁パス管理棟の自動ドア化 

                      B講義棟䝷ウ䞁ジ自動ドア化 

           白子キャ䞁パス 䠏号館䠎教室ス䝷イドドア化 

                      講堂 多目的トイ䝺ス䝻䞊プ設置 

                      䠐号館会議室から研究室へ用途変更

工事 

                      䠐号館実習室改修工事 
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②ヱ当⟠所における改善内容の᳨ウを⾜う。 
前期分 
・千代崎キャンパス実㦂実⩦Ჷ✵ㄪᶵ器更改 
・千代崎キャンパス A ㅮ⩏Ჷ✵ㄪᶵ器更改 
・ⓑ子キャンパス北㥔㌴場整備 
・ICT タ備サーバー・ネットワーク更新 
・千代崎キャンパス㹀ㅮ⩏Ჷ㹁㹎㹓室更新 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

前期分 
䞉千代崎キャ䞁パス実験実習棟空調機器更改䠄䠕月完了䠅 
䞉千代崎キャ䞁パス A講義棟空調機器更改䠄䠕月完了䠅 
䞉白子キャ䞁パス北駐車場整備䠄䠕月完了䠅 
䞉ICT設備サ䞊バ䞊䞉ネット䝽䞊ク更新䠄䠕月完了䠅 
䞉千代崎キャ䞁パス䠞講義棟䠟䠬䠱室更新䠄䠕月完了䠅 
 
後期分 
䞉講堂多目的トイ䝺の整備 

䞉千代崎キャ䞁パス受変電設備更新 

䞉学内一部ドアのバ䝸アフ䝸䞊化 
 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

後期分 
䞉講堂多目的トイ䝺の整備䠄䠏月完了䠅 

䞉千代崎キャ䞁パス受変電設備更新䠄䠏月完了䠅 

䞉学内一部ドアのバ䝸アフ䝸䞊化䠄䠏月完了䠅 

㸱㸬㝃属医⒪施タタ❧に

向けた╔実な取⤌ 
 

大学㝃属㝔タ❧に向け、下グの取り⤌みを⾜う。 
①床ㄆ可に向けた┴医⒪保健㒊との折⾪ 
②学内カリキュラム᳨ウ協㆟ 
③㝃属医⒪施タㄆ可に向けた文㒊⛉学┬との協㆟ 
④文㒊⛉学┬への寄㝃⾜Ⅽ変更⏦ㄳ手⥆および㛵㐃協㆟ 
⑤各㛵係ᶵ㛵とのㄪ整協㆟ 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

➀平成 30年 11 月以㝆、┴医⒪保健㒊と⢓り強く折⾪を㔜ね、平成

30年 11月 30日の┴と厚労┬との事前協㆟において、ᴫね≉例

床ㄆ可についての方向性が♧された。これを受け、平成 30 年 12

月 19 日の㕥亀地域医⒪ㄪ整会㆟意ぢ交換会において、床ㄆ可

への㈶成意ぢが多数出された。そして、平成 31 年 3 月 1 日の㕥

亀地域医⒪ㄪ整会㆟において、全会一⮴で床整備がㄆめられ

た。 

➁2021年㛤㝔後の学内カリキュラムについては、学㛗から各㒊に対

し実⩦も含めた᳨ウを⾜う旨、大学協㆟会で指♧した。 

➂平成 31年 2月 7 日以㝆、2 回にわたって文⛉┬との協㆟を実施し

た。 

➃2019 年㸦令和元年㸧7 月 16 日、文⛉┬へ㝃属医⒪ᶵ㛵ㄆ可の寄

㝃⾜Ⅽ変更⏦ㄳを⾜った。同年 11月 13日 文⛉┬から㝃属医⒪

施タㄆ可を受けた。 

➄┴医⒪保健㒊・三㔜┴医師会・㕥㮵市医師会・亀山医師会とのㄪ

整協㆟を実施した。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 2㸸大学広報の強化と入学⪅受入れの改善 

【基本方㔪:2】 
 さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり  
【基本方㔪:3】 
 戦␎ⓗ広報の展㛤 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
㸯㸬広報ά動の強化および大学ブランド力を向上させる情報Ⓨ信 
㸰㸬アドミッション・ポリシーἢった学⏕☜保の実⌧と入学に┤⤖する広報ά動の強化と入ヨ制度の

᳨ドと改善 

㈐任⪅:᳃下 ⰾ孝㸦学⏕・♫会㈉⊩担当副学㛗㸧㸭㛗村ὒ一㸦前 学⏕・♫会㈉⊩担当副学㛗㸧 
分担⪅:小山 尚ᶞ㸦入学ㄢ㛗㸧、山口えり子㸦企⏬広報ㄢ㛗㸧 
事務局:入学ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯㸬広報ά動の強化および

大学ブランド力を向上さ

せる情報Ⓨ信 

 

 

 

① 効ᯝⓗな広報戦␎の PDCA実施 

「大学広報㸦企⏬広報ㄢ㸧と学⏕募㞟広報㸦入学ㄢ㸧、就⫋先広報㸦就

⫋㺃キャリア支援ㄢ㸧との㐃携と双方の充実化を図る」 

㸯㸬2020年 3月までに、ターゲットの分ᯒを⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

「アクセスオンライン」(㈨料ㄳồ⪅⟶⌮システム)と入学ㄢで⟶⌮し

ている「受㦂⪅情報」から、本学への志㢪⪅動向の分ᯒを⾜った。 

[分ᯒ⤖ᯝ]・Webアクセスゎᯒ 

ホームページの受㦂⏕応援サイトのアクセス数を、2019/6/1㹼11/30

と 2018/6/1㹼11/30 の期㛫でẚ㍑した。 

本学ウエブサイトへのアクセス数は増加傾向にあり、≉に入ヨ情報で

は志㢪⪅数増の入ヨ㛵㐃へのアクセス≧ἣが㢧ⴭであった。 

 

㸰㸬2020年 3月までに、広告広報の㈝⏝対効ᯝの 定をする。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2017年度に Web 広告を実施し、当時の㧗ᰯ⏕が大学に入学する年度

となったため、本学への接ゐ≧ἣを⧳めた。 

[┴、地域別による㈝⏝対効ᯝの┦㐪と Web広告でのㄢ㢟] 

・㈝⏝対効ᯝが㧗いのはᮾᾏとἈ⦖地区であり、低いのは㛵ᮾや㛵す

地区であった。┴別に入学⪅㸯名を☜保するために必せな Web 広告㈝

を⟬出すると、和ḷ山、㟼岡、Ἀ⦖、岐㜧の㸲┴が低く、㈝⏝対効ᯝ

が㧗いと分かった。今後の広告広報強化材料として᳨ウしていきた

い。 

・Web 広告を掲㍕する場合は、ターゲットの動向をㄪᰝし、どこに↔

Ⅼを⤠ると効ᯝⓗなのかをぢᴟめ、クリック増につなげる必せがあ

る。 

 

㸱㸬2020年 3月までに、広告媒体のぢ┤しを⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

上グ 2の⤖ᯝより、全地域に広告を出すには㈝⏝が㧗㢠になるため、

学⏕☜保を┠ⓗとする場合は、≉定の学⛉に⤠り㈝⏝対効ᯝの㧗い地
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域に広告を⾜う必せ性があると分かった。また、広告効ᯝには持⥆性

がなく一時ⓗなものになる可⬟性があることも分かった。 

今後も、大学の⊂⮬性や希少性を提♧していくため、SNS を利⏝した

キャンパスライフの⤂介強化により、三㔜┴の地域性および本学⊂⮬

の教⫱内容や方ἲを⏝いたキャンパスライフをⓎ信することで、本学

の「⊂⮬性」「希少性」を㹎㹐する。 

また、♫会㈉⊩を┠指した共同◊✲➼の強化と♫会ⓗホ価を得るた

め、「◊✲」に≉化したホームページを❧ち上げ、共同◊✲➼を推㐍

していく仕⤌みを᳨ウしたい。 

 

②大学ブランド力アップのため、大学の取り⤌み・教⫱や◊✲の成ᯝ・

地域㈉⊩ά動➼の内容を✚ᴟⓗにⓎ信する 

㸯㸬メディア戦␎のᵓ⠏ 

・㝶時、新⪺・テレビ・ラジオなどのマスメディアを利⏝した 

プレスリリースや広告・PRά動を⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

┴内報㐨ᶵ㛵へ、本学の教⫱・◊✲・♫会㈉⊩ά動に㛵する情報Ⓨ 

信を㝶時⾜った。 

新⪺広告やメディアへの掲㍕については、新タ学⛉・専攻に㛵する

タイムリーな情報のⓎ信や✚ᴟⓗな広報に努めた。 

・プレスリリース㸸ィ 19件 

取材㸸49 件、告▱グ事掲㍕㸸17件  
※上グは、プレスリリース内容に対する取材・告▱掲㍕件数 

・メ デ ィ ア 掲 ㍕ ≧ ἣ㸸ィ 92件 ※上グ 66件を含む 
㸦テレビ/ラジオ㸸24件、新⪺㸸62件、㞧ㄅ㸸6件㸧 

・新⪺広告㸭メディア協㈶㸸ィ 16件 
㸦テレビ/ラジオ㸸7件、新⪺㸸6件、㞧ㄅ㸸3件㸧 

2019/11/28実施の「大学㝃属㝔 㛤タグ⪅Ⓨ⾲」では、10 ♫か

らの取材を受けた。引き⥆き、᮶春の㛤タに向け、㐺切なタイミン

グを⪃慮した✚ᴟⓗな情報Ⓨ信を⾜っていく。また 2019 年度は、

市Ẹ公㛤ㅮ座やイベントなどの告▱情報掲㍕にも力をὀいだ。 
㸦メディア掲㍕≧ἣ 昨年ẚ㸸㸩32件、告▱情報掲㍕ 昨年ẚ㸸㸩15件㸧 

今後も、┴内報㐨ᶵ㛵とのコミュニケーションを大切にし、信㢗

㛵係のᵓ⠏やメディアの⯆味を促す情報提供、ニュースリリースの

タイミングにも␃意していく。 

 

㸰㸬大学ホームページの充実化 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

以下についてのコンテンツを強化し、✚ᴟⓗな広報ά動を⾜った。 

・新╔情報Ⓨ信への㎿㏿な対応 

・What's new の情報更新㸦㝶時㸧 

・コンテンツのぢ┤しおよび拡充 

 作ᴗ⒪ἲ学専攻と㙀⅍スポーツトレーナー学専攻、㡫の㏣加 
㸦2019年 4月から≉タサイトを㛢㙐し、既存の学⛉と同ᵝに㡫を㏣グ㸧 

・新入⏕応援サイト ※新つ制作 

入学予定⪅向けサイト(合᱁⪅向けサイト)を 2020年 3 月 13日公㛤 

・◊✲振⯆ㄢ♫会㐃携◊✲センターサイト⤫合に向けての企⏬㺃制作中 

・ᮾὒ医学◊✲所 ※サイトリニューアル 

 情報のぢ┤しを⾜い、◊✲所の┠ⓗや◊✲内容について具体ⓗに⤂介 

 し、ά動内容を分かり易く改善した。2020年 3月 5日公㛤 

・女子学⏕寮㺃学⏕指定寮 

 サイトリニューアル㸸2019年 1月 17 日 

 Web ⏦㎸のᶵ⬟㏣加㸸2019 年 9月 3日 
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㸱㸬公式 SNSの㐠⏝強化 

 ・㓄信内容や㢖度のぢ┤し 

 ・SNSの≉性をάかしたά⏝ἲ⪃㸦タイムラインのά⏝ ➼㸧 

 ・友だちⓏ㘓やフォローの促㐍方ἲを᳨ウ㸦チラシ㓄布場所工夫 ➼㸧 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㐠営 3年┠の公式 SNS㸦LINE㸭Instagram㸧を利⏝し、ユーザーの意

向にἢう情報Ⓨ信を⾜った。 

・LINE投✏件数㸸27件㸦メッセージ 20件、タイムライン 7 件㸧 

 友㐩㏣加数㸸825 名㸦前年ẚ㸸㸩294 名㸧※ブロック数を含む 

・Instagram 投✏件数㸸32件 

 フォロワー数㸸295名㸦前年ẚ㸸㸩124 名㸧 

※上グは 2020.3.31 データ 

動⏬やストーリーの投✏㸦新つ㸧、シチュエーションを工夫した写を 

ヨみるなど、SNS≉性をάかした㐠⏝を⾜った。今後は更に投✏のを 

広げ、多方㠃からのアプローチを⪃えている。また、ユーザー㸦フロ 

ワー㸧増加に⧅がるコンテンツのᵓ⠏も予定している。 

 

㸲㸬⣬媒体・動⏬などを利⏝した情報Ⓨ信 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

・大学⤂介動⏬のリニューアル ※新つ作成 

2019年 7月 29日 本学ホームページで公㛤 

7 月のオープンャンパスでの使⏝、ホームページ「受㦂⏕応援サ 

イト」での公㛤 

・「SUMS News」のⓎ⾜㸦⥅⥆㸧 

・広報ラックのタ⨨㸦両キャンパス㸧 ※新つタ⨨ 

 ⥅⥆ⓗに刊⾜≀や掲㍕⣬を㹎㹐した 

 

③大学ポートレートへ⥅⥆ⓗに参⏬する 

㸯㸬大学㐠営の⌧≧に㛵する情報公㛤の充実 

㸰. ✚ᴟⓗな更新 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

大学ポートレートについては、令和元年 7月に各学㒊・各◊✲⛉・

事務局各ㄢにおいて、内容☜ㄆと更新作ᴗを実施しており、その後も

担当㒊局➼にて更新作ᴗを実施するなど、常に最新の情報公㛤を⾜っ

ている。 

 

㸰㸬アドミッション・ポリ

シーにἢった学⏕☜保の

実⌧と入学に┤⤖する広

報ά動の強化と入ヨ制度

の᳨ドと改善 

①㧗➼学ᰯとの㐃携強化を⥅⥆する。 
㸯㸬㧗ᰯでの㐍㊰ガイダンスやᶍ擬授ᴗへの参加・実施をこれまで以上

に増やして⾜く。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䠎䠌䠍䠔年度䠄䠍䠌䠔件䠅、䠎䠌䠍䠕年度䠄䠍䠎䠕件䠅と約䠎割程度、依頼受付を
増やしている。 

 
㸰㸬㧗ᰯ㸯、㸰年⏕を対㇟としたキャリア教⫱・探ồά動への✚ᴟⓗサ

ポートを⾜う。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

津田学園高校、高田高校に加え、宇治山田高校の探究活動のサポ䞊
トも開始した。 
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②医⒪⣔⫋⬟団体との㐃携強化を㐍める。 
各⫋⬟団体➼が主催する㧗ᰯ⏕向け⾜事への✚ᴟⓗ参加を㐍める。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

    看護協会の行事参加に加え、作業療法士会主催イベ䞁トについても本
学が窓口となり、䠬䠮を強化している。 

 
③㸰㸮㸰㸯年度入ヨに向け、入学⪅㑅抜方ἲの᳨ドを⥅⥆する。 
㸯㸬㸰㸮㸰㸯年度新入ヨ制度に向けた具体ⓗ方㔪を提♧する㸦㸰㸮㸯㸷

年㸯㸮月までに方㔪提♧する㸧 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   新制度における総合型選抜䠄旧䠝䠫入試䠅、共通テスト利用方式䠄旧セ䞁
タ䞊利用方式䠅において文部科学省の指針の対応した選抜方法の導入を
決めた。 

 
㸰㸬学㒊・学⛉ごとに各㑅抜区分の募㞟≧ἣや入学⪅の学力➼を把握し、

㸰㸮㸰㸮年度入ヨに向け改善を㐍める。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   看護学科の定員増、䠝䠫入試、推薦入試の出願資格の変更、セ䞁タ䞊
利用方式の配点変更等の改善を行った。 

 
㸱㸬㧗ᰯ別の志㢪、入学≧ἣ、イベントへの参加≧ἣを分ᯒし、広報ά

動と㑅抜方ἲへのフィードバックを㐍める。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   志願、入学状況に応じ、静岡、長野地区への広報強化を進めた。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 3㸸教⫱内容の充実 

【基本方㔪:1】 
 教⫱の㉁の向上と到㐩度㔜どの教⫱、㠃倒ぢのⰋい教⫱サポート体制の☜❧ 
【基本方㔪:2】 
国家ヨ㦂対応の教⫱を基┙としつつ、♫会のồめる㧗いレベルの医⒪人教⫱の実⌧ 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1㸬教⫱の㉁ⓗ向上を┠指す新しい仕⤌みの☜❧ 
2㸬学⏕に合わせた到㐩度㔜どの教⫱を推㐍 
3㸬㠃倒ぢのⰋい教⫱、‶㊊度の㧗い教⫱の実⌧に向けた取り⤌み 
4㸬学修サポートシステムの導入とά⏝ 
5㸬国家ヨ㦂や㈨᱁ヨ㦂に対応し全員合᱁を┠指す教⫱ 
6㸬医⒪人底力教⫱の充実Ⓨ展と多⫋✀㐃携教⫱の推㐍 

㈐任⪅:㙠す康㞝㸦前 教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧 
分担⪅:ᮾⱥ一㸦前 底力教⫱推㐍センター㛗㸧、出屋敷喜宏㸦FD推㐍委員㛗㸧、 
    ᯇỌひとみ㸦教務ㄢ㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱の㉁ⓗ向上を┠指す 
新しい仕⤌みの☜❧ 

教⫱改㠉委員会、教務委員会、IR 推㐍室、FD 推㐍委員会、学⛉教⫱
㉁保ド委員会➼の各⤌⧊が㐃携しながら、全学の教⫱の改善、と共に
各学⛉の教⫱の㉁向上を図る。 
① 本学教⫱の基本ⓗ方向性と具体ⓗ施⟇の❧実施 
◆ 教⫱改㠉委員会は、本学の教⫱全⯡にわたり、その基本ⓗな方

向性を定めると共に、㛗期▷期の教⫱実施に㛵わる具体ⓗな改
㠉を推㐍する。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

8 月、学㛗からの⥭急㐃⤡をⓎ➃に「トコトンできるまで教⫱」
と⛠して≉別教⫱を実⌧するために、体制を☜❧した。 

 
◆ 教務委員会は、教⫱改㠉委員会の意向を具体化し、各学⛉との

ㄪ整を図りながら、実⾜に⛣すための᳨ウを㐍める。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

≉別教⫱実施に向けて、ルールを᳨ウし、前期⛉┠の成⦼ホ価か 
ら実⾜に⛣した。 

 
②㹇㹐ᶵ⬟の充実とそれに基づく教⫱改㠉の推㐍 
 ◆㹇㹐推㐍室では、全学ⓗな分ᯒを⥅⥆し、更に各学⛉に㹇㹐担当

教員を⨨き、具体ⓗな教⫱改善及び指導体制について᳨ウする。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   全学ⓗな分ᯒを⥅⥆し、各学⛉に㹇㹐担当教員を⨨いた。具体ⓗ
な分ᯒをするために㹑㸿㹑システムにアカウントⓏ㘓し、学⛉の教
⫱㉁保ド委員会の᳨ウに利⏝し始める仕⤌みを整えた。今後は、㹇
㹐担当教員向けに◊修会を㛤催するなど、ィ⏬している。 

    
③教⫱の㉁を担保する体制の整備 
 ◆教⫱の㉁保ドを᳨ウする委員会㸦教⫱㉁保ド委員会㸧を学⛉内に

タ⨨し、カリキュラム⦅成、授ᴗ担当⪅、授ᴗ⟶⌮の方ἲ、シラ
バスの整備などについて᳨ウし、実施する。 
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■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

全学⛉に教⫱㉁保ド委員会をタ⨨し、教⫱の㉁を保ドするために
᳨ウを㛤始している。今後も⥅⥆していく。 

 
④㹄㹂ά動による教員意㆑の改㠉と授ᴗ改善の取り⤌み 
 ◆◊修会➼を実施し、教員の教⫱技⾡の向上に努める。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

全学⛉に教⫱㉁保ド委員会をタ⨨し、教⫱の㉁を保ドするため᳨ 
ウを㛤始している。 

 
◆㹄㹂推㐍委員会ά動をホームページ➼で公㛤する。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ホームページの学内専⏝コンテンツでά動報告を公⾲している。 
 
⑤教⫱実⦼やᴗ務内容の情報公㛤 
 ◆教⫱実⦼や内容の新しい取り⤌みや≉Ⰽある取り⤌みを HPその

他の手ẁでⓎ信する。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕による授ᴗホ価㧗得Ⅼ㈹の受㈹⪅には、ẖ年教⫱◊✲会でⓎ
⾲㡬き、更に本学の⣖せにグ事を掲㍕する仕⤌みを☜❧している。
なお 2019年度は、教⫱◊✲会が延期になったため、2020年 9月 1
日に㹄㹂・㹑㹂ㅮ₇会でのⓎ⾲を予定している。 

 
 ◆教⫱・教務に㛵わるㅮ₇会ά動➼について、他の大学・▷大➼に

広報し、参加を促す。 
■㐩成(100%)□䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

    㧗➼教⫱コンソーシアム三㔜㹄㹂・㹑㹂ά動事ᴗの一ぴを┴内の
大学で共有し、┦互に参加のᶵ会をタけている。また、コンソーシ
アムみえでは、単位互換制度の協定を⤖びポスター公募 2020年度か
ら㛤始している。 

 
◆学⏕の学修≧ἣㄪᰝや意㆑ㄪᰝの⤖ᯝ➼に㛵する㞟ィ情報を公

㛤する。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 IR推㐍室で 2019 年度のㄪᰝ⤖ᯝを㞟ィした㈨料を本学ホームペ 
ージで公⾲している。 

2㸬学⏕に合わせた到㐩度㔜 
どの教⫱を推㐍 

学⏕のレベルや⌮ゎ度に合わせた、よく分かる授ᴗ、㌟につく授ᴗを
┠指す。 
①「とことん分かるまで教⫱」 
 ◆クリッカーの使⏝または小ヨ㦂を㢖⦾に⾜うことで、リアルタイ

ムで学⏕のグ憶度や⌮ゎ度を☜ㄆしながら、授ᴗを⾜える⎔境を
整える。 

■㐩成(100%) □䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  㸳月、SUMS-PO をバージョンアップし、クリッカーや小ヨ㦂を取 
り入れた授ᴗが⾜える⎔境を整えた。 

 
②「何を教えたかではなく、何を㌟に付けたか教⫱」 
 ◆できるだけ学⏕参加型、アクティブラーニング型授ᴗを取り入

れ、グ憶にṧり㌟につく授ᴗを⾜う仕⤌みを作る。 
■㐩成(100%) □䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 
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 各学⛉の教⫱㉁保ド委員会に LMS 担当委員を⨨き、授ᴗ内容や手 
ἲについて☜ㄆする仕⤌みを作った。LMS◊✲会も 2019 年度は㸳 
回㛤催し、授ᴗ方ἲに㛵する◊修を㔜ねた。 
 
◆「㌟に付けた教⫱」をホ価する仕⤌みを作る。≉に到㐩度を㔜ど

したホ価方ἲの整備を⾜う。 
□㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 9月、学㛗から、学修支援システムを最大㝈ά⏝しつつ、小ヨ㦂 
を⾜うなどᵝ々な工夫と取り⤌みを⾜い本ヨ㦂で多くの学⏕が合 
᱁ラインに㐩するような授ᴗと教⫱指導の改善するような≉別教 
⫱をするように依㢗した。本ヨ㦂での合᱁⋡㐣去㸱年㛫分のデータ 
分ᯒするなど、今後も教⫱㉁保ド委員会は成⦼ホ価方ἲの整備に努 
める。 
 

3㸬㠃倒ぢのⰋい教⫱、‶㊊ 
度の㧗い教⫱の実⌧に向

けた取り⤌み 

他大学には┿似のできないきめ⣽かい個をぢ㏨さない㨩力ある教⫱
を実⌧する。成⦼不振学⏕への手厚い個人指導を含む指導と、一方で
一層㧗いレベルの学力と⥲合力を培う教⫱を⾜って、㧗い‶㊊度が得
られるバランスの取れた教⫱を実施する。 
①基♏学力㣴成教⫱の充実 
 ◆学修サポートシステムを利⏝した基♏学力㣴成ためのリメディ

アル教⫱を学⛉ごとにその専㛛性に合わせた実施方ἲ内容を᳨
ウする。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  入学時に実施したプレースメントテストの⤖ᯝ、リメディアル教 
⫱対㇟⪅のうち希望⪅対㇟ 116名に、㸲月㹼㸷月の期㛫、≀⌮、数
学、化学、⏕≀のリメディアル授ᴗを㛤ㅮした。また、教⫱㉁保ド
委員会の意ぢを受け対㇟⛉┠および内容についてぢ┤した。 

 
②成⦼不振学⏕の個別指導 
 ◆㸯年⏕早期㸦前期⤊了後㸧に各学⛉・専攻と㹇㹐推㐍室が協力し

て成⦼不振学⏕を抽出し、個別指導する。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) □㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

教務ㄢから、1年⏕前期定期ヨ㦂⤊了後に成⦼不合᱁⪅リストを 
学⛉㛗へおΏし、教⫱㉁保ド委員会で᳨ウし、㠃ㄯするなど指導 
内容に㛵する指♧を、担任教員へするὶれについて、教務委員会で 
Ỵ定し形は㐪うが、実施し始めた。今後は、㹇㹐委員を各学⛉に⨨ 
いたため、更に仕⤌みをᵓ⠏する。 

 
③␃年学⏕のサポート体制のᵓ⠏ 
 ◆≉別␃年学⏕支援の新制度学⏕について、成ᯝを᳨ドする。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

≉別␃年学⏕支援の制度がチ可された 21 人中、10 人が卒ᴗし、
㸶人が合᱁した。サポート体制の⥅⥆を᳨ウする。 
 

④㧗いレベルの学力と⥲合力を培うための教⫱ 
 ◆⌧在実施している事例と実㊶で学ぶ多⫋✀㐃携教⫱(チーム医⒪

教⫱)をより㉁の㧗い内容に㐍化させ、より多くの学⏕が履修で
きる体制を整備する。これにより医⒪人としての⥲合力を㣴う教
⫱を⾜う。 

䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  多⫋✀教⫱の㞟中ㅮ⩏をより多くの学⏕が履修できるように、ㄪ
ᰝした⤖ᯝ、日⛬を変更した。また、三㔜大学医学㒊⏕と 
ワークショップとㅮ⩏形式の㸰⛉┠を合同㛤ㅮし、医⒪人としての
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⥲合力が㌟に付くように意㆑して実施した。 
ただし、履修⪅が 30 人前後のため、50 人前後になるように、⛉

┠の意⩏など十分にㄝ明し、今後も履修を促していく。 
 
⑤不合᱁⛉┠及び␃年を出さない教⫱に向けた取り⤌み 
 ◆各学⛉で新しい対⟇㸦␃年ゼロ作戦㹔㸰㸧により不合᱁⛉┠をῶ

らし、␃年学⏕を出さない方⟇を᳨ウする。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   8 月、学㛗からの⥭急の指♧を受け、≉別教⫱の一つとして、↓ 
᮲件で㐍⣭・卒ᴗさせることではなく、到㐩┠ᶆに㐩するまで「᱁ 
別の指導」を⾜うことをỴ定し、実施した。 

4㸬学修サポートシステムの 
導入とά⏝ 

新つに導入した学修支援システムを有効ά⏝し、学⏕の⮬学⮬⩦を支
援する。 
①学修サポートシステムを利⏝した⮬学⮬⩦・₇⩦の実⌧ 
◆学修サポートシステムをά⏝した⮬学⮬⩦の仕⤌みを作り、全学

ⓗなά⏝を┠指す。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   5 月、学修サポートシステムを導入した。そのᶵ⬟を最大㝈にά
⏝するため、学㛗が中心となって㹊㹋㹑᳨ウ㒊会をⓎ㊊し、各先⏕
方の事例を⤂介したり、ά⏝方ἲを᳨ウする◊✲会を㛤催した。各
学⛉の教⫱㉁保ド委員会に㹊㹋㹑担当教員も⨨くこととし、学⛉内
での᳨ウにもつなげたが、ά⏝は不十分であり、今後更なるά⏝の
仕⤌みをᵓ⠏していく必せがある 

 
②学修サポートシステムによるポートフォリオのά⏝方ἲを᳨ウ 

①  ◆学修サポートシステムによるポートフォリオのά⏝方ἲを教⫱ 
②   ㉁保ド委員会で᳨ウする。 

䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   サムスポのᶵ⬟の一つ「学⏕カルテ」をά⏝し、全学⏕に公⾲し

ているが、ά⏝は不十分であり、今後更なるά⏝の仕⤌みをᵓ⠏し

ていく必せがある。 

5㸬国家ヨ㦂や㈨᱁ヨ㦂に対 
応し全員合᱁を┠指す教 
⫱ 

本学の使命のひとつが優⚽な医⒪人の⫱成であり、国家ヨ㦂や㈨᱁ヨ
㦂に合᱁する教⫱が基本である。入学前、初年ḟ教⫱、専㛛教⫱、最
⤊学年にわたり㈨᱁ヨ㦂を意㆑し一㈏した教⫱カリキュラムのᵓ⠏
を┠指す。 
① 専㛛基♏⛉┠・専㛛⛉┠➼の授ᴗの中での取り⤌み。 
 ◆基♏⛉┠や専㛛基♏⛉┠と専㛛⛉┠との⧅がりを㔜どし、その㛵

係性を低学年と㧗学年の授ᴗの中で┦互に両方向から意㆑した
授ᴗを⾜う。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 

䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   各学⛉でカリキュラムマップを作成し、教⫱㉁保ド委員会で⛉┠ 
㛫の㛵係性を分ᯒし、授ᴗ内容や㛤ㅮ学年・学期などを᳨ウしてい 
る。なお各学⛉事情について学㛗へ報告するᶵ会が延期になってい 
る。 

 
 ◆すべての教員が国ヨ問㢟に⢭㏻し、学⏕が授ᴗの中で㔜せ事㡯を

⌮ゎし、グ憶することを完⤖する授ᴗを実㊶する。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   シラバスの到㐩┠ᶆの中に、国家ヨ㦂出㢟基‽の㡯┠を入力し、 
国家ヨ㦂との㛵㐃について明グすることを⩏務化した。よって、 
学⏕も教員もお互いに国家ヨ㦂を意㆑した授ᴗにつながることを 
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期待するが、実態ㄪᰝが実施できていない。 
 
 ◆国ヨに必せな最低㝈の▱㆑をグ憶させる授ᴗを⾜う。ヨ㦂では、

学⏕の⌮ゎ度やグ憶度が☜ㄆできる問㢟を出㢟する。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   シラバスの到㐩┠ᶆの中に、国家ヨ㦂出㢟基‽の㡯┠をグしたこ 
とによって、学⏕が国家ヨ㦂に必せな▱㆑につながることを意㆑し 
た受ㅮが普ẁから期待でき、本ヨ㦂での合᱁⋡アップを┠指すが、 
実態ㄪᰝが実施できていない。 

 
②国ヨ対⟇プログラムの作成と実㊶ 
 ◆各学⛉・専攻は、㸲年㛫㸦または㸴年㛫㸧を㏻して夫々の学年に 

ぢ合い整合性の取れた一㈏した国ヨ対⟇プログラムを作成する。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

国家ヨ㦂対⟇㹕㹅を㛤催し、各学⛉の国ヨ対⟇プログラムを共有 
し学⛉に持ち帰り、教⫱㉁保ド委員会で᳨ウし、ぢ┤し作成してい
る。 

 

 ◆各学⛉・専攻は、学年ごとに㌟に付けるべき㔜せ事㡯を⤠り㎸ん 
で、わかりやすくゎㄝする授ᴗを実施する。 

䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

教⫱㉁保ド委員会で㔜せ事㡯を᳨ウし、授ᴗ改善しているか 

どうかのチェックをしている。 

6㸬医⒪人底力教⫱の充実Ⓨ 
展と多⫋✀㐃携教⫱の推 
㐍 

初年ḟ教⫱としてのこれまでの実⦼に基づき、更に充実Ⓨ展させる。
また上⣭⏕向け実㊶ⓗ応⏝⦅である「多⫋✀㐃携教⫱」を充実させ、
♫会のồめる㧗いレベルの医⒪人教⫱を実⌧する。 
①医⒪人底力教⫱のあり方と更なる教⫱内容のぢ┤し 

 ◆底力教⫱㸳年㛫の実⦼から、教⫱内容プログラムや㐠営体制にか

かわる問㢟Ⅼや改善Ⅼについて᳨ウし、改善の具体⟇を⟇定し実

施する。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

底力教⫱の実⦼から、2020年度入学⏕からカリキュラムをぢ┤ 

した。2020年度入学⏕から改善された内容で実施していく。 

 

◆学⛉ΰ合クラスの⦅成による底力実㊶の授ᴗなど、医⒪・⚟♴の

⥲合大学としての本学ならではの医⒪人底力教⫱をⓎ展させ、♫

会のồめる㧗いレベルの医⒪人㣴成教⫱を実⌧する。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年度にぢ┤し᳨ウした⤖ᯝ、1年⏕から 4年⏕まで一㈏した 
カリキュラムをタ定し、2020 年度から全学共㏻⛉┠とした。よって 
♫会のồめる㧗いレベルの医⒪人㣴成教⫱を期待する。 

 

②多⫋✀㐃携教⫱(チーム医⒪教⫱)の推㐍 

 ◆他⫋✀⌮ゎと多⫋✀㐃携の必せ性と意⩏を学ぶ教⫱を推㐍し、医

⒪人としての⥲合力を㣴う教⫱として更にⓎ展させる。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年度にカリキュラムをぢ┤した⤖ᯝ、⛉┠を削㝖・変更し、 
 㛤ㅮ学年を変更することによって、医⒪人としての⥲合力を㣴う教   
 ⫱を期待する。 
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◆⌧在実施している事例と実㊶で学ぶ多⫋✀㐃携教⫱(チーム医⒪
教⫱) は多⫋✀協働と⌧場での実㝿を体㦂する教⫱であり、これ
をより㉁の㧗い内容に㐍化させ、多くの学⏕が履修できる体制を
整備する。 

□㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㛤ㅮ日⛬をㄪᰝし、変更したが、履修⏕を増やせなかった。 
㸦履修⪅数㸸2018 年度㸱㸵名、2019 年度㸱㸯名㸧 
 

 ◆多⫋✀㐃携教⫱は、医⒪人底力教⫱の仕上げとして、学⏕の将᮶
へのモチベーションを㧗め、医⒪実㊶のリーダーを⫱てる教⫱を
┠指して改㠉を㐍める。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年度にカリキュラムをぢ┤した⤖ᯝ、⛉┠を削㝖・変更し、 
㛤ㅮ学年を変更し、2020年度から㛤始したことによって、医⒪人と 
しての⥲合力を㣴う教⫱が期待できる。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 4㸸学⏕支援の強化 

【基本方㔪:1】 
 ‶㊊度の㧗い教⫱の推㐍 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1.国家ヨ㦂、㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡ 100%を┠指したより効ᯝⓗな国ヨ対⟇指導方ἲの具体化および実施 
2.就⫋⋡ 100%を┠指し、ồ人・ồ⫋側ともに⣡得できる就⫋の実⌧に向けた支援体制ᵓ⠏の取り⤌み 
3.学⏕の‶㊊度向上に⧅がる学⏕⏕ά支援体制のᵓ⠏ 
4.大学⾜事、学友会ά動、ボランティアά動への✚ᴟⓗな参加の促㐍と⮬主ⓗにά動する学⏕の⫱成 
 

㈐任⪅:᳃下ⰾ孝㸦学⏕・♫会㈉⊩担当副学㛗㸧、㛗村ὒ一㸦前 学⏕・♫会㈉⊩担当副学㛗㸧 
分担⪅:岩㷂Ὀṇ㸦健康⟶⌮センター㛗㸧、山㛛徹㸦前 健康⟶⌮センター㛗㸧、大井一弥㸦国家ヨ㦂対

⟇ WG 副委員㛗㸧、⥤㔝┾⌮㸦学⏕┦ㄯ室㛗㸧、大塚⣖寿㸦就⫋・キャリア支援ㄢ㛗㸧、勝⏣⬟成
㸦学⏕ㄢ㛗㸧、⏣中宏冶㸦ⓑ子学⏕・就⫋ㄢ㛗㸧 

事務局:学⏕ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬国家ヨ㦂、㈨᱁ヨ㦂の合᱁ 

⋡ 100㸣を┠指したより効ᯝⓗ 

な国ヨ対⟇指導方ἲの具体化 

および実施。 

 

①国家ヨ㦂 WGにて各学⛉、専攻における国家ヨ㦂対⟇を情報共有す

ることによって、各学⛉になかった新しいẼづきが⏕まれ、新つ性

のある教⫱方ἲにトライすることが可⬟になる。 

・各学⛉が受㦂する国家ヨ㦂の≉性を⌮ゎしたうえで、情報共有を図

る。㸦5月 8日 WG㛤催㸧 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

5 月 8 日に学㛗をはじめ、各学⛉の国家ヨ㦂担当教員を㞟めて㛤

催。本年度の⤖ᯝ報告とㄢ㢟を共有。㐣年度⏕へのケアの充実と国

家ヨ㦂合᱁⋡が医⒪⣔大学としての存在を問われてきているので、

学⩦支援システムをά⏝しながら対⟇をしていく。 
 

・国家ヨ㦂に向けたモチベーションの⥔持・向上の方⟇について各学

⛉・専攻がᵓ⠏してきた指導方ἲを WG でⓎ⾲し、従᮶の指導とẚ

㍑᳨ウを⾜う。㸦5月 8日 WG 㛤催㸧 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

5 月 8 日に学㛗をはじめ、各学⛉の国家ヨ㦂担当教員を㞟めて㛤

催。ㄢ㢟となっている㐣年度⏕への対⟇として、ẖ日学ᰯに㏻学し

履修させることにより、あきらめてしまうことの内容に対⟇をして

いくことを共有。 

 

・⌧時Ⅼでの各学⛉・専攻の国家ヨ㦂対⟇の㐍捗≧ἣを共有し、今ま

でのᶍ擬ヨ㦂の成⦼➼を⪃慮したうえで、受㦂⪅の⤠り㎸みの基‽

を☜ㄆし、受㦂予定⪅数のぢ㎸みを公⾲する。㸦12月 3 日㛤催㸧 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

12月 3日に学㛗をはじめ、各学⛉の国家ヨ㦂担当教員を㞟めて 
㛤催。 

᰿本を⌮ゎするような教⫱が必せで、成⦼不振⪅に対する個別指導

を低学年への指導をやっていく。 
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2㸬就⫋⋡ 100%を┠指し、ồ人・

ồ⫋側ともに⣡得できる就⫋

の実⌧に向けた支援体制ᵓ⠏

の取り⤌み。 

 

①⫋ᴗ㑅択において、広いど㔝を持たせる。 

・㣗に㛵して、幅広い就⫋先が⪃えられる⟶⌮ᰤ㣴学専攻の学⏕や㈨

᱁ヨ㦂を必せとせず就⫋ά動を⾜う学⏕に対して、3年時 3月まで

に学内でのᴗ⏺ㄝ明会を㛤催したり、会♫ぢ学へ引⋡する。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

5月に医療栄養学科生対象の企業見学実施。3月開催予定であった
薬学部対象の学内合同企業説明会は新型コ䝻ナウイ䝹ス感染症の影
響を考慮し中止とした。中止決定後、薬学部の要請により規模を縮小
し、新型コ䝻ナウイ䝹感染症に配慮しながら企業説明会を実施し 20 社
が参加したが、学生の自宅待機が決定したため 3月 16日以降は中止と
した。 

 

②就⫋ヨ㦂対⟇の充実。 

・採⏝㑅⪃において、「一⯡常㆑ヨ㦂」「SPI ヨ㦂」「ㄽ作文ヨ㦂」➼の 

➹グヨ㦂が揮わず、合᱁に⮳らない場合が少なからずある。 

 具体ⓗな対⟇として、㸱年時 5月㹼6月に SPI対⟇ㅮ座、一⯡常㆑
ヨ㦂対⟇ㅮ座、11 月に小ㄽ文対⟇ㅮ座を実施する。就⫋先として人
Ẽのある公務員㸦公❧㝔医⒪専㛛⫋含む㸧ヨ㦂受㦂対⟇として、
専㛛⫋も含めた公務員ヨ㦂の仕⤌みを⌮ゎさせるⅭに公務員ヨ㦂
対⟇予備ᰯの担当⪅を招⪸し、それぞれのヨ㦂の仕⤌みや㞴易度を
具体ⓗにㄝ明してもらうと共に、個別┦ㄯも実施する。 

4 年⏕に対して、実⩦明けの 8月、就⫋ά動最┒期の 9 月㹼10 月に

ㄽ作文ᶍヨを 3 回実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

採用選考の筆記試験対策講座は計画通り開催済み。公務員講座も 
個別相でも対応済み。 

 

③⸆学㒊 1㹼6年ḟ⏕を対㇟とした学内個別企ᴗㄝ明会の実施 

㝔、⸆局、〇⸆メーカなど、⸆剤師を採⏝している企ᴗを対㇟に、

⏦㎸制で実施する。2018年 8月から㛤始したが、参加する学⏕が

少ないため、学⏕にもㄪᰝし参加⪅を増やせるような対⟇を᳨ウし

ていく。 

1㹼4年ḟ⏕は、低学年キャリア教⫱の一⎔として早いẁ㝵から

ᴗ⏺をぢることで、⸆剤師としての働き方を▱り、学⩦へのモチベ

ーションアップに⧅げる。 

 5・6年ḟ⏕に対しては、就⫋ά動を⾜うにあたってのᴗ⏺◊✲

とする。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年 4月䡚2020年 2月まで実施し、ポスタ䞊掲示に加えメ䞊䝹配 
信による告知も始めたが参加者が思うように増えなかった。新型コ䝻ナウ 
イ䝹感染症の影響を考慮し、3月から申込受付を休止した。 

 

④⸆学㒊 5年ḟ⏕を対㇟とした就⫋セミナーの充実 

キャリアビジョンを明☜にし、就⫋後のミスマッチを㜵いで♫会で

幅広くά㌍できるように就⫋ά動で必せとされるどⅬを㣴うこと

を┠ⓗとする。年に数回就⫋ガイダンスとは別ᯟで希望⪅を対㇟と

した就⫋セミナーを実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

11月に「企業䞉病院の選び方」、2月に「小論文対策講座」「就職活動

おさらい講座」を実施した。参加率は 20䡚50䠂と少数ではあったが、参

加した学生からは好評であった。また、2月に三重県薬剤師会様のご協

力の元、三重県内 10地区䠄10社䠅の薬局様にお越しいただき「薬局紹
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介セミナ䞊䞉懇談会」を実施した。 

 

⑤┳ㆤ学㒊 1㹼3年ḟ⏕を対㇟としたマナーㅮ座の実施 

低学年から♫会人となっても必せとされる医⒪人としてのマナー

を㌟に付けることを意㆑付け、実⩦において実㊶できるようにす

る。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

8月に実施。2年生対象「基礎看護学実習のためのマナ䞊講座」で

は、看護師採用の現状を伝え、学習意欲向上と看護師を目指す目的意

識を明確にすることを目的とした内容とした。また、3年生対象「実習と就

職活動のマナ䞊及び就活について 病院見学とイ䞁タ䞊䞁シップに参

加しよう講座」では、実習だけではなく就職活動でも必要とされるマナ䞊

について学び、業界研究に力を入れミスマッチのない就職先を選出す

ることを目的とした。2020年2月には、䠍年生対象「看護体験前のマナ䞊

講座」を実施し、マナ䞊講師から、実習だけではなく病院で働くことを想

定した看護師としてのマナ䞊に特化した内容で基礎から学んだ。 

 

⑥┳ㆤ学㒊における就⫋ά動サポートに対する教員との㐃携の強化 

┴内外に問わず㝔の採⏝ヨ㦂が厳しくなっている。そのことから

教⫋員が一体となって㐃携を取りながら就⫋指導を⾜い、学⏕の就

⫋ά動のサポートを強化していく。就⫋ά動に対するㄆ㆑を⤫一す

るために、教員を対㇟とした勉強会を実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

7月に看護学部教員を対象とした就職ガイダ䞁スを実施し、教員側か

らの学生へのサポ䞊ト大勢の強化を図った。就職担当教員と白子学生䞉

就職課で得た情報を共有し、学生への指導に繋げた䚹 

3-1㸬学⏕⏕ά支援体制の強化- 

学⏕のせ望や≧ἣを常に把握

し対応する体制の強化 

①学⏕アンケート➼を⥅⥆ⓗに実施し、学⏕からỮみ上げた意ぢ・せ
望を、実㝿の学⏕支援へと反映さていくための取り⤌みを強化す
る。 

・アンケートを⥅⥆ⓗに実施し、分ᯒする。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕⥲会の㛤催に合わせ、全学⏕を対㇟に「大学へのせ望・タ⨨
してほしいタ備」➼に㛵するアンケートを実施し、㞟ィ⤖ᯝを事務
局会㆟においてⓎ⾲するとともに㛵係㒊局で対応するよう依㢗し
た。 

 
・学友会⤌⧊との㠃ㄯ、⪺き取りを実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

6 月 27日に学友会㢳問・学⏕ㄢ㛗と、学友会執⾜㒊員 及び、各
学⏕団体の代⾲による懇ㄯ会を実施し、意ぢの⪺き取りを⾜った。 

 
・卒ᴗ⏕へのアンケートを⥅⥆ⓗに実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

卒ᴗ⏕に対し、期㝈をタけず常時回⟅可⬟な㹕㹃㹀のシステムに
よりアンケートの受付を⾜っている。 

 
・学㛗と学⏕との意ぢ交換会を定期ⓗに実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学㛗と、学友会執⾜㒊員や一⯡学⏕との意ぢ交換会を、1 月 8㺃9
日に学㛗室にて実施した。 
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3-2㸬学⏕⏕ά支援体制の強化- 

健康⟶⌮支援体制の整備㸦から

だ・こころ㸧 

 

①健康⟶⌮センターおよび各㛵係㒊⨫との㐃携強化 
・健康⟶⌮センターと各㛵係㒊⨫㸦ⓑ子保健室、両キャンパス学⏕ㄢ、                       
各学⛉担当教員㸧との㐃携強化により、よりスムーズな学⏕対応を┠ 
指す。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新型コロナ感ᰁ拡大㜵Ṇのため、学⏕健康デ断の実施が大幅に
㐜れている中、各㒊⨫と㐃携をとりながら、実施に向けて㐍めてい
る䚹 

 
②健康⟶⌮センターと学⏕┦ㄯ室との㐃携強化 
・健康⟶⌮センター、ⓑ子保健室および学⏕┦ㄯ室との㐃携により、
こころとからだの両㠃から学⏕の支援強化を⾜う。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕┦ㄯ室と㐃携し、コロナ⚝で心㌟にストレスを抱えている学
⏕の早期Ⓨぢのため、SUMS-POにてアンケートを実施し、問㢟のあ
る学⏕の抽出および㠃ㄯを実施中である。 

 
③学⏕┦ㄯ体制の向上㸦前年度の分ᯒ⤖ᯝをもとに⾜う㸧 
・学⏕のニーズに対応するため、┦ㄯ時㛫、㛤室日などを再᳨ウする。 

䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

実⩦、授ᴗなどの✵き時㛫と┦ㄯ室の予⣙可⬟時㛫が合わず、᮶
ㄯできない学⏕がしばしばみられた。 

 
・守⛎⩏務に㓄慮しつつ、必せに応じた㐃携を⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ケースの≧ἣに即して㐃携を⾜いながら対応した。 
 
・定期ⓗにこころの健康に㛵する情報をⓎ信する。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%)□㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

こころの健康に㛵する情報を「そよ㢼だより」として一斉メール
で㓄信した。 

 
④㞀がい学⏕支援 

・㞀がい学⏕に対する支援意㆑を㔊成するための取り⤌みの実施。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕┦ㄯ室のパンフレットや⤂介カードに、㞀がい学⏕支援に㛵

するせ⣲も取り入れ作成・㓄布を⾜っている。また、本学ホームペ

ージでも、㞀がい学⏕支援に㛵する取り⤌み㸦主にタ備㠃㸧の⤂介

を⾜っている。 

3-3㸬学⏕⏕ά支援体制の強化- 

⚟利厚⏕と基本ⓗ⏕ά指導 

①⚟利厚⏕施タ、学内⎔境の充実 
・あいさつ㐠動、交㏻指導㸦大学周㎶、㏻学㊰、㥔㌴場、㥔㍯場㸧 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学生指導委員会構成員を中心に各学科教員䞉事務局職員との協働
により、年間を通じて実施した。 

 
・各✀学⏕アンケートの⤖ᯝを把握㺃㞟⣙し、᳨ウしていく体制の整
備を㐍める。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学友会執行部と学生課の協働によりア䞁ケ䞊トの実施䞉結果の集計を
行い、内容に応じて然るべき会議への上申、あるいは関係各課との協
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議を学生課が行った。 
 
・学⏕㣗堂の更なる充実に向けての取⤌みを⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕㣗堂に対する学⏕の意ぢを㞟⣙し、㣗堂委クᴗ⪅に伝え改善
➼のせㄳを㝶時⾜っている。 

 
・㣗堂㐠営委クᴗ⪅との意ぢ交換会を実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕ㄢと㣗堂委クᴗ⪅との㐃携は普ẁから十分に取れており、㣗
堂利⏝⪅数やメニュー➼について、必せに応じて意ぢ交換➼のᶵ会
をタけている。 

 
②学⏕への㣗⏕άㄪᰝの実施及びᰤ㣴指導への展㛤を㐍める。 
・学⏕への㣗事ㄪᰝを⥅⥆するとともに、その㣗事ㄪᰝや健康デ断の

⤖ᯝをもとに、学⏕の㣗⏕ά改善につながるᰤ㣴指導への展㛤を㐍
める。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新型コロナにより実⾜が困㞴な㒊分があり今後ㄪ整予定 

4㸬ㄢ外・♫会ά動の⮬主ⓗ参 

加への支援 

①学友会、クラブ・サークルのά動を支援。 
・学友会⤌⧊の⥅⥆ⓗ支援を⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学友会が年度当初に計画した学生交流事業を 2月までは予定どおり
開催することができ、その都度 企画から実施運営䞉後処理までのすべ
ての工程に関わった。 
また、3 月以降のイ䝺ギ䝳䝷䞊対応についても、学友会と担当職員間

で十分話し合った上で対応策を練るなどの支援を行った。 
 
・クラブ・サークルά動の⥅⥆ⓗ支援を⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

クラブ・サークル㐠営委員会㸦委員会役員 及び、各クラブ・サ
ークルの代⾲・学⏕ㄢ㸧を年 5回㛤催し、㒔度Ⓨ⏕する問㢟Ⅼやㄢ
㢟に対する協㆟を⾜う中で、よりⰋいクラブ・サークルの㐠営支
援・協力を⾜った。 

 
②♫会㈉⊩ά動への支援。 
・ボランティア情報の周▱を徹底し、学⏕が円にボランティアά動

に取り⤌めるよう支援する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ボランティアセンターだけでなく、各学⛉教員からも情報提供し 
 ていただくことで周▱の徹底が出᮶た。 

 

・学⛉の≉Ⰽをάかしたボランティアά動の企⏬をサポートし、実施
に⧅げる。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   桜の森白子ホ䞊ムにて、教員指導のもと学科の特色を活かした活動
を実施することが出来た。地域におけるボ䝷䞁ティア活動においても、教
員引率のもと学科の特色を活かして活動することで大学のPRが出来た。 

 
③サムスポイント制度の周▱ 
・学⏕への✚ᴟⓗなサムスポイント取得への支援を⾜う。 
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䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学⏕指導委員会でサムスポイントの付与㡯┠のぢ┤し➼を⾜い、
学⏕にとって取り⤌みやすい⎔境作りを⾜った。 

 
・ポスターの掲♧➼によりサムスポイント制度の周▱をはかる。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ポスター掲♧の他、ガイダンス時の㈨料㓄布・口㢌による広報➼、
学⏕への周▱ᶵ会をタけた。 

 
・学位授与式・入学式・ガイダンスのᶵ会➼を利⏝し、サムスポイン

ト㧗得Ⅼ取得学⏕の⾲彰を⾜う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学位授与式・ガイダンスの場において㧗得Ⅼ取得⪅に対し⾲彰を
⾜った。 

 

 

 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 5㸸教⫋員の人材☜保と⫱成 

【基本方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【基本方㔪:4】 
 ḟ世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【中期ィ⏬】2018-2020 年度 
1.大学教員として┦応しい人材の☜保と⫱成 
2.⮬助努力を促しつつ FD➼による教⫱⬟力の向上に努め、ḟ世代を担う教員が⫱つ⎔境の整備 
3.大学事務⫋員としてのᴗ務㐙⾜に必せな▱㆑・技⬟の修得、㈨㉁と⬟力の向上を図る 

㈐任⪅:∦山┤之㸦教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧㸭㙠す康㞝㸦前 教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧 
分担⪅:出屋敷喜宏㸦FD 推㐍委員㛗㸧、Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧、村⏣尚久㸦大学事務局㛗㸧、 

▮⏣智ᶞ㸦人事・厚⏕ㄢ㛗㸧、ᯇỌひとみ㸦教務ㄢ㛗㸧 
事務局:人事・厚⏕ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬大学教員として大学の┠
ᶆに㈉⊩できる人材を☜
保する審ᰝ方㔪・基‽の
☜❧ 

 

①教員の採⏝・昇任に㛵する審ᰝ方㔪・基‽を☜❧する 
◆学㛗・副学㛗会㆟は、本学の教⫱⌮念や教⫱┠ᶆ➼に則して、本学

の教員にồめられる基本ⓗせ件を明☜にし、2019 年度末までに、
学内に公⾲提♧する。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  全学の教員ホ価と教⫱┠ᶆのタ定および⮬己ホ価の指㔪を学㛗が 
♧し、全教員に実⾜させた。 
 

◆本学教員にồめられる基本ⓗせ件に㚷み、また本学が⨨かれた⌧在 
の大学実情➼に㐺合した、教員の採⏝、昇任審ᰝにおける新たな審 
ᰝ方㔪・基‽の原を 2019 年度末までに審㆟し、全学に提♧する 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

喫⥭のㄢ㢟として、⌧在の基‽を変更する必せに⮳らなかった。 
 
◆教員の採⏝・昇任の新しい審ᰝ方㔪・基‽を学内各層の合意を得て 

2019年度末までにガイドラインを⟇定する。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

喫⥭のㄢ㢟として、⌧在の基‽を変更する必せに⮳らなかった。 
 
②教員役⫋⪅への◊修会を 2019年度末までに一回企⏬する。㸦SD㸧 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 新型コロナウイルス感ᰁ拡大㜵Ṇのための危ᶵ⟶⌮体制整備と 
 実⾜のための◊修会を」数回実施した。 

2㸬教員の教⫱・◊✲⬟力の
向上推㐍 

①教員の教⫱力㸦指導力㸧向上に向けた方⟇ 
◆FD推㐍委員会が教員の㈨㉁向上のための◊修会を⥅⥆ⓗに実施し、
向上できる⎔境を整備し、ḟ世代を担う教員を⫱てる 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年度 ➨ 1回 FD・SDㅮ₇会を以下のように㛤催し、教⫱の㉁
向上に向け全教員に参加を促した。 
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日時㸸9月 2 日(月)13㸸30㹼17㸸00 
➨ 1㒊㸸京㒔光⳹女子大学 㜿㒊一晴教授「ICTが支える学びのかた 

ち」 
➨ 2㒊㸸㇏⏣㛗康学㛗「トコトンできるまで教⫱について」 
➨ 3㒊㸸三ᾆⱥ和准教授「SUMS-POの学修支援ᶵ⬟のά⏝」 

179 名が参加し、参加できなかった方には、㘓⏬した DVD を㜀ぴ
㡬き、レポート提出が☜ㄆされ、出席⋡を 100㸣にした。 

 
◆FDマニュアル➨㸯号は、2019年 8 月末には、全教員へ㓄布する。

2020年 1 月までに➨㸰号 FD マニュアルを㓄布する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

FD マニュアル➨㸯号は完成し、全教員へ㓄布した。➨㸰号につい
ては、2019年度学⏕による授ᴗホ価㧗得Ⅼ㈹の先⏕方の執➹および 
㐲㝸授ᴗを取り入れる内容で刊⾜の‽備をしている。 

3㸬大学事務⫋員としての 
ᴗ務㐙⾜に必せな▱㆑・
技⬟の修得、㈨㉁と⬟力
の向上を図る 

①教職員に対し、教育研究活動や大学行政に関する様々な課題に対応す
るための学内での研修会を実施する。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新型コ䝻ナウイ䝹ス感染症感染拡大防止のため、コ䞁ソ䞊シアムみえ
による FD䞉SD 研修会は中止、本学教職員全体研修会は延期となった
が、その他研修会は予定通り行った。 

 
②研修会等の情報収集および検索の強化を図り、学外で開催される研修
会等への参加を促進する。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学外で㛤催される◊修会➼について情報を収㞟し、周▱を図った。 
 まだ、件数は少ないため、さらに情報収㞟に努める。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 6㸸◊✲ᶵ⬟の充実 

【基本方㔪:4】 
 ḟ世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【基本方㔪:5】 
 外㒊㈨㔠の⋓得と⊂創ⓗな◊✲ 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1. 本学⊂⮬に指導ⓗ❧場の教員を⫱てていくための大学㝔の充実と◊✲⪅の⫱成を促㐍する 

⤌⧊体制のᵓ⠏ 
2㸬地域医⒪に㈉⊩できる⊂創ⓗな◊✲を㐍めるための◊✲⎔境の整備充実と外㒊㈨㔠の⋓得 

㈐任⪅:㕥木宏㸦大学㝔・◊✲担当副学㛗㸧㸭川すṇ♸㸦前 大学㝔・◊✲担当副学㛗㸧 
分担⪅:ⴱ原ⱱᶞ㸦医⒪⛉学◊✲⛉㛗㸧、㛗㇂川ㄔ仁㸦大学㝔ㄢ㛗㸧、┿弓昭㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 

☾㒊⠜⏨㸦前 ◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:大学㝔ㄢ、◊✲振⯆ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1. 本学⊂⮬に指導ⓗ❧場の
教員を⫱てていくための
大学㝔の充実と◊✲⪅の
⫱成を促㐍する⤌⧊体制
のᵓ⠏ 

 
 
 
 

【大学㝔ㄢ】 
①本学在学⏕・卒ᴗ⏕の大学㝔入学を促㐍するため、学内広報の強化、
及び同❆会と㐃携した学㒊卒ᴗ⏕への情報提供強化➼を⾜う。 

 ◆大学㝔ㄝ明会・┦ㄯ会を実施する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  学㒊⏕㸦┳ㆤ学㒊㸧への大学㝔ㄝ明会の㛤催。同❆会ㄅに大学㝔 
 入ヨ情報を掲㍕。 

 
◆大学㝔⏕の◊✲ά動などを学内広報ㄅやホームページを強化し、

大学㝔㐍学を促㐍する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学内ㄅに大学㝔入ヨ情報を掲㍕。ホームページの更新。 
 
②◊✲⎔境の整備を推㐍する。 
 ◆◊✲⎔境に㛵する教員及び学⏕‶㊊度ㄪᰝを実施する。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  学⏕・教員へ◊✲㐍捗≧ἣを主としたㄪᰝを⾜っている。 
 
③㉁の㧗い◊✲が出᮶るようになり、世⏺ⓗにインパクトのある◊✲
を増やす 

 ◆国㝿学会、国㝿ㄅへⓎ⾲するための支援の一⎔として㹄㹂ㅮ₇会
を㛤催する。 

䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

薬学科や医療科学研究科では、学術講演会を月䠍回程度行われてい
るが、国際学会、国際誌へ発表するための支援の一環として䠢䠠講演会
としては開催されていない。 

 
【◊✲振⯆ㄢ】 
④大学全体として、あるいは学⛉ẖにその⬟力を伸ばすような㞟団
ⓗ・ᶓ断ⓗ指導体制をᵓ⠏する 
◆2020年 3月までに、◊✲力の⫱成方ἲを᳨ウし、◊✲⪅に対する 

㞟団ⓗ・ᶓ断ⓗ指導と◊✲⎔境の充実を図る体制をᵓ⠏する。 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2018 年度に採択された科研費の挑戦的研究䠄代表䠖豊田学長䠅がこの

体制で行っているものである。今後は研究力の育成方法や集団的䞉横断

的指導と研究環境の充実のため、シ䞁ポジウムの開催を検討していく。 

 

⑤教員の◊✲力向上を┠指す 
◆2020年 3月までに、ⱝ手教員の◊✲を支援する方⟇について、副

学㛗㸦大学㝔・◊✲担当㸧の下に◊✲実施委員会を 3 回㛤催し、
᳨ウされた方⟇を 2020年 4 月から実施する。 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  2019 年度は研究実施委員会を䠏回開催し、若手教員の研究力が向上
するための方策を検討した。若手教員にとっては、やはり研究として世界
的に認知度の高い科研費に積極的に応募して頂くことであり、全体及び
学科委員から折に触れて推奨をし、また科研費説明会等で支援していく。 

2. 地域医⒪に㈉⊩できる⊂

創ⓗな◊✲を㐍めるため

の◊✲⎔境の整備充実と

外㒊㈨㔠の⋓得 

 

【大学㝔ㄢ】 
①各学⛉・各◊✲⛉・各分㔝に、⊂創ⓗな◊✲対㇟をタけ、共同◊✲
を㐍める体制をᵓ⠏ 

 ◆大学㝔の◊✲指導教員を増やし、◊✲指導力の強化を┠指す。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

医⒪⛉学◊✲⛉と⸆学◊✲⛉の両◊✲⛉が大学㝔の指導員を増や
し、◊✲指導強化を┠指すことを㆟ㄽされている。全学の共同◊✲
を㐍めた⤖ᯝ 2018 年度に採択された⛉◊㈝の挑戦ⓗ◊✲が採⏝さ
れ、その◊✲を⾜いつつ各◊✲⪅が◊✲指導力を㧗めている。 

 
②学内に◊✲指導⪅がồめられない場合のために、他大学の◊✲に参
⏬する‽備を整え、◊✲に⾜きワった場合には、それを打㛤するよ
うなアドバイスなどをする体制の整備。 

 ◆三㔜大学との㐃携協定に加え、㛵㐃大学や㝔⏕所属ᶵ㛵の◊✲指
導⪅を本学の⮫床教授として、委嘱する仕⤌みを整備する。 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

⸆学◊✲⛉では♫会人大学㝔⏕の所属する㝔㸦三㔜┴❧こころ
の医⒪センターと⥲合心⒪センターひなが㸧の◊✲指導⪅が本学の
⮫床教授に委嘱され共同◊✲を⾜い⊂創ⓗな◊✲を┠指している。 

 
 
【◊✲振⯆ㄢ】 
③ᮾὒ医学ⓗどⅬ及び⸆㣗同※のほⅬから本学の⊂創ⓗ◊✲を㐍める
ための◊✲⎔境の充実を図る。 
◆2020年 3月までに、◊✲ブランド化委員会で、㉸㧗㱋♫会におけ

る予㜵のための⸆㣗同※・ᮾὒ医学ⓗ◊✲拠Ⅼをᵓ⠏し、2020
年 4月から学内外へ公⾲する。 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ◊✲ブランド化委員会に代わり、本テーマは◊✲実施委員会で᳨
ウした。㇏⏣学㛗が代⾲となっている⛉◊㈝の挑戦ⓗ◊✲では学⛉
をᶓ断した◊✲チーム体制で㐙⾜しているが、そのような体制を他
でも作っていく。 
 

④⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ⋡及び採択⋡をあげるための具体 
ⓗ方⟇を実施 
◆2019年度の⛉学◊✲㈝採択㢠㡰位 100位以内を┠指す。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年度は 103 位であり、2018年度の 101 位からは下がったもの
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のほぼ変わることなく同位⨨にⴠち╔いた。⏦ㄳ⋡も昨年よりは上
がっているので引き⥆き✚ᴟⓗな応募を勧奨していく。 
 
◆よりⰋい⛉学◊✲㈝⏦ㄳ書作成のための支援ㅮ⩦会を㛤催する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ẖ年度⛉◊㈝採択件数が」数回ある⤒㦂㇏かな教員をㅮ師とし
て、⏦ㄳに向けてのアドバイス、実例を㋃まえたㄝ明会を㛤催して
いる。 
 
◆⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ⋡及び採択⋡をあげるために、   
 教員ホ価システム㡯┠の◊✲㠃について、より充実させる。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

教員ホ価システムに㛵する会㆟では、⤖ᯝを出している➼◊✲へ
の取り⤌みが✚ᴟⓗと判定された教員をプラスホ価とするよう᳨ウ
し 
ている。 
 

⑤◊✲倫⌮の☜❧と厳ṇな㐠⏝の実施 
 ◆学内つ⛬の整備と◊✲倫⌮・◊✲不ṇ㜵Ṇに㛵するㅮ⩦会ならび    
  に e ラーニングによる◊✲倫⌮教⫱の実施。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ẖ年度⛉◊㈝⏦ㄳの時期に、◊✲倫⌮・◊✲不ṇ㜵Ṇに㛵するㅮ
⩦会を㛤催している。また e ラーニング◊✲倫⌮教⫱への受ㅮも徹
底している。 
 

 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

      㔜Ⅼ分㔝 7㸸地域・⏘学官㐃携推㐍 

【基本方㔪:2】 
 さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1.♫会に対する情報Ⓨ信のための地域・⏘学官㐃携◊✲ά動の推㐍 
2.学内◊✲のά性化に向けた地域・⏘学官㐃携◊✲ά動の強化 

㈐任⪅:㕥木宏㸦大学㝔・◊✲担当㸭♫会㐃携◊✲センター㛗㸧 
分担⪅:┿弓 昭㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧、☾㒊⠜⏨㸦前 ◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬♫会に対する情報Ⓨ信

のための地域・⏘学官㐃携

◊✲ά動の推㐍 

 

①┴・市⏫・企ᴗ・地域団体➼との㛫で⾜う◊✲に㛵する⏘学官㐃携
◊✲ά動の推㐍 

◆地域・⏘学官㐃携に基づく企ᴗ➼との共同◊✲の✚ᴟⓗ推㐍 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  年間に県内企業との共同研究を䠎䡚䠏件行っている。 
 
◆SUZUKA ⏘学官交ὶ会ά動への参加による広報ά動➼の推㐍 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

SUZUKA 産学官交流会では、本学研究担当副学長が理事、研究振
興課課長が事務局役員としてその運営に携わった。 

 
◆みえメディカルバレーᵓ想ά動への参加による広報ά動➼の推㐍 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  みえメディカルバレー企⏬推㐍会㆟会㛗として本学研究担当副
学長が参加し広報ά動を推㐍した。 

 
◆みえライフイノベーションプロジェクト㕥㮵㛵㐃ά動への参加 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

みえライフイノベーションプロジェクト㕥㮵㛵㐃会㆟に本学副
学長と研究振興課課長が参加しά動を推㐍した。 

 
◆三㔜┴⏘ᴗ支援センターά動への参加 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  三㔜┴⏘ᴗ支援センターホ㆟員として本学副学長が会議に参加
し、また当該支援セ䞁タ䞊主催の医⒪ᶵ器分㔝ステップアップセミナ
ーに参加した。 

 
◆イノベーションジャパン㸦於㸸ᮾ京ビッグサイト㸧への参加による 

◊✲成ᯝ➼の✚ᴟⓗ広報の推㐍 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  イノベーション・ジャパン 2019には㸰名の教員㸦⮫床工学⛉、
⸆学⛉㸧が出展した。 

 
 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

◆㕥㮵態⸆学◊✲会の⥅⥆ 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  㕥㮵態⸆学◊✲会を原則ẖ年㸰回㛤催している。 

2㸬学内◊✲のά性化に向

けた地域・⏘学官㐃携◊✲

ά動の強化 

①地域・⏘学官㐃携◊✲ά動の強化に向けた方⟇の具体化 
◆♫会㐃携◊✲センター㐠営委員会の年㛫㸱回以上の㛤催 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ♫会㐃携◊✲センター㐠営委員会を㸱回㛤催した。 
  
◆♫会㐃携◊✲センター㹆㹎に◊✲シーズ㞟、地域・⏘学官㐃携ά動 

成ᯝの掲㍕ 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ◊✲シーズ、イノベーション・ジャパン参加➼ά動を㹆㹎に掲㍕
している。 

 
◆SUMS-NITS 医工㐃携◊✲会を年㛫㸰回以上の㛤催 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実

⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  SUMS-NITS医工㐃携◊✲会を㸰回㛤催した。 
 
◆三㔜大学、㕥㮵㧗専➼との㐃携による共同◊✲や◊✲会への✚ᴟⓗ 

な推㐍 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  本学教員が三㔜大学並びに㕥㮵㧗専の教員と共同◊✲を推㐍し
ている。 

 
②♫会㐃携◊✲ά動の推㐍に向けた方⟇の᳨ウ 
◆㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲シーズ㞟 2020の刊⾜ 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ◊✲シーズ㞟 2020 を刊⾜した。 
 
◆㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲⣖せ 2019の刊⾜ 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ⣖せ➨ 26号㸦2019㸧を刊⾜した。 
 
◆◊✲シーズ㞟・◊✲⣖せの地域・⏘学官⤌⧊への✚ᴟⓗ㓄布 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ◊✲シーズ㞟は┴内の㔠⼥ᶵ㛵、商工会㆟所➼へ、⣖せは┴内教
⫱ᶵ㛵の図書㤋へ㓄布している。 

 
◆入ヨ広報ά動における㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲⣖せのά⏝ 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ⸆学㒊では┴内外の㧗ᰯゼ問時に⣖せを持参し、㐍学担当教員に
手Ώし⤂介している。 

 

 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 8㸸国㝿交ὶの推㐍 

【基本方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1.グローバル化に向けた国㝿交ὶのための学内体制の整備と支援体制づくり 
2.各学⛉単位での学⏕のᾏ外体㦂のᶵ会の拡充、教員の国㝿対応力と国㝿ⓗなⓎ信力の強化 
3.Ḣ⡿とアジア地域における保健・医⒪・⚟♴㡿域の学⾡・教⫱の交ὶ拠Ⅼづくりの促㐍 

㈐任⪅:ⴱ原ⱱᶞ㸦医⒪⛉学◊✲⛉㛗㸧 
分担⪅:┿弓 昭㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧、☾㒊⠜⏨㸦前 ◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠              ά動ィ⏬内容 

1㸬グローバル化に向け 

た国㝿交ὶのための学

内体制の整備と支援体

制づくり 

①学内国㝿交ὶ拠Ⅼとして国㝿交ὶ室㸦仮⛠㸧タ⨨を大学に提する。 
◆2020年 3月までに国㝿交ὶ室タ⨨の┠㏵をつける。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

国際交流室設置は、法人と理事会䝺ベ䝹の事業であるので、委員会活動
では限界があり、現時点では実現していない。今後も委員会としてはその実
現に取り組んでいく。なお、大学の方針として、今後は大学院や学部に留学
生を受け入れる方向が示されているので、近い将来に大学組織として国際
交流部門設置は必要になると思われる。 

 
②学⏕・教⫋員の国㝿交ὶ支援体制づくり。Ώ⯟手⥆きマニュアル作り、

安全情報、予㜵接✀などの情報提供、実施医⒪施タㄪᰝなどを整備する。 
◆2020 年 3 月までに、支援体制の中で実⌧可⬟なものについて、マニュ

アル化する㸦Ώ⯟手⥆き、デ断書作成や予㜵接✀実施施タなど㸧。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

HPにアップする準備を進めている。 
 
③学内の各レベル㸦大学、学㒊、学⛉、個人㸧で実施されている国㝿協力

ά動㸦学⾡、教⫱、その他㸧の⌧≧ㄪᰝの実施と、⥅⥆ⓗあるいはⴌⱆ
ⓗに㐍⾜中のものがあれば、将᮶のⓎ展性を含めㄪᰝを実施する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

毎回、委員会で各学科の取り組みと今後の計画について報告を実施 
し、経験や情報を共有し、支援し合っている。 

 
④国㝿交ὶά動の参⪃にするために、他大学の⤌⧊やά動をㄪᰝする。 
◆学⏕のᾏ外◊修実施ᰯの中で大学㛫協定⥾⤖などによる定期ⓗ交ὶや

単位互換実施の≧ἣをㄪᰝする。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

国際交流委員会が設置された時点で実施した。それ以降に、学内の状況
に大きな変化はないので実施していないが、国際交流室設置などに具体的
な進展があった場合には、必要に応じて再度実施し、迅速に対応する。 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

2㸬各学⛉単位での学⏕ 

のᾏ外体㦂のᶵ会の拡 

充、教員の国㝿対応力 

と国㝿ⓗなⓎ信力の強 

化 

①国㝿対応力実㊶の場として、学⏕のᾏ外◊修を実施している㙀⅍サイ 
エンス、医⏝情報工、┳ㆤの㸱学⛉のά動を⥅⥆ⓗなものにする。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

看護学科ではコ䝻ナ禍で中止とした。医用情報工学科は計画したが学生 
の参加希望者が少なかったので実施しなかった。来年度実施と事業継続を
目指している。鍼灸サイエ䞁ス学科は、本年度は中国と台湾への海外研究
実施年ではないために、実施していない。 
なお、学生や引率教員の旅費などに対する大学からの支援の要望が出て 
いたがこれまで実現していなかった。これに関連して、今年度は、看護学科 
の米国研修中止によって発生したキャ䞁セ䝹料などに関して、管財課と調 
整した結果、海外研修用に予定していた学科予算などの転用によって補填 
することが認められ、学生と教員の負担は大幅に軽減できた。 

 教員については、国際交流の視点から、国際学会参加や発表、海外研究 
者との交流、海外研究者の本学への招聘講演や学部での特別講義など、 
意識的な取り組みが増えてきたのは、大きな前進である。この一部は HPに 
もアップされている。 

 
②未実施の学⛉においても、教員と学⏕の一定数がᾏ外体㦂することを 

┠ᶆとする。 
◆2020年 3月までに㙀⅍サイエンス学⛉、┳ㆤ学⛉以外の学⛉において、

教員と学⏕の一定数がᾏ外体㦂をする。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学科全体としての新たな計画は出されていないが、国際学会への教員 
  に随行しての参加など、可能な範囲で実施されるようになった。引き続き、学
科単位の取り組みをするように啓発活動を進める。 

 

◆今年度はぢ㏦り予定の医⏝情報工学⛉は、㡑国の大学との交ὶが㏵切れ
ないような方⟇を᳨ウし、᮶年度の学⏕ᾏ外体㦂の実⌧を図る。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

担当教員はその方向で準備している。 

3㸬Ḣ⡿とアジア地域に 

おける保健・医⒪・⚟ 

♴㡿域の学⾡・教⫱の 

交ὶ拠Ⅼづくりの促㐍 

①三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)と㐃携し国㝿交ὶを推㐍する。 
◆三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)の定期会㆟に参加して、情報収

㞟をするとともに、募㞟があれば、ⱥ国との┳ㆤ師・┳ㆤ学⏕◊修プロ
グラムに本学からのᾏ外◊修参加⪅を☜保する。 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

第䠍回に参加して以降、新しい応募者はいないので、引き続き学科内の 
  若手教員を対象に、学科として支援し参加できる体制を構築するように要請
している。 

 
②本学ά動として、㙀⅍サイエンス学⛉㸦天ὠ中医⸆大学など㸧、医⏝情 

報工学⛉㸦㡑国ソウル市₎㝧大学ᰯ㸧、┳ㆤ学⛉㸦⡿国ロサンゼルス 
Biola 大学㸧の交ὶを⥅⥆させ、協定に基づく大学レベルの交ὶにレベ
ルアップしていく。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学科䝺ベ䝹事業として定着しつつある事業を、今後は大学䝺ベ䝹の事業 
として認知され、協定締結や財政的支援を得られる事業に発展させていくこ
とが必要である。 
 

③⸆学◊✲⛉ではコンケーン大学㸦タイ㸧との協定に基づく学⾡交ὶを 
推㐍する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

現在実行可能な䝺ベ䝹で実施されている。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 9㸸大学ά性化のための⥅⥆可⬟な⤌⧊体制改㠉 

【基本方㔪:4】 
 ḟ世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【基本方㔪:6】 
公┈性と収┈性の両❧ 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
 1.学㛗のリーダーシップのもとで、⤌⧊┠ᶆ㐩成のための PDCA サイクルの㉁の向上 
2.⌧場の⫋員の▱恵を⏕かした、⤌⧊・ᴗ務プロセスのぢ┤しによる効⋡化と㉁の向上 
3.教⫋員ホ価制度の㐺切な㐠⏝による教⫋員のモチベーション向上 
4.大学の危ᶵ全⯡に対して、教⫋員がⓗ☜に判断し円に対応できる危ᶵ⟶⌮体制の整備 

㈐任⪅:㇏⏣㛗康㸦学㛗㸧 

分担⪅:Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧、村⏣尚久㸦大学事務局㛗㸧、勝⏣⬟成㸦学⏕ㄢ㛗㸧 

事務局:学⏕ㄢ、⟶㈈ㄢ、庶務ㄢ、人事・厚⏕ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬の㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1.学㛗のリーダーシップの

もとで、⤌⧊┠ᶆ㐩成のた

めの PDCA サイクルの㉁の

向上 

◎各⤌⧊の┠ᶆ㐩成に向けて、各分掌の⌧≧におけるㄢ㢟と┠ᶆを明
☜化にし、全教⫋員が効ᯝⓗな㹎㹂㹁㸿サイクルをᶵ⬟させる。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

定期ⓗに実施している学㛗・副学㛗会㆟にて学㛗から指㔪を具体
ⓗに♧すことで、各担当㡿域へのά動をコントロールし、ᶵ⬟させ
ている。 

 
◎㹇㹐推㐍室が教学データを収㞟して分ᯒし、各学⛉にフィードバッ 
 クするά動を引き⥆き⾜い、更に可ど化をすすめる。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

IR 推㐍室の会㆟にて室㛗である学㛗がᵝ々などⅬから分ᯒを実⾜ 
し、その中からㄢ㢟を可ど化し、改善᳨ウ㡯┠としてⓎ信している。 

2.⌧場の⫋員の▱恵を⏕か

した、⤌⧊・ᴗ務プロセス

のぢ┤しによる効⋡化と㉁

の向上 

⌧⾜の事務⤌⧊ᶵ⬟について᳨ドし、更なるᶵ⬟の向上を図る。 
■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  事務⤌⧊については、⌧≧の事務⤌⧊ᵓ成でᶵ⬟している。 

3.教⫋員ホ価制度の㐺切な

㐠⏝による教⫋員のモチベ

ーション向上 

教員ホ価取扱い基‽及び⫋員人事⪃ㄢ取扱い基‽に基づきホ価を実
施。 
実施した⤖ᯝに基づき、ホ価基‽のぢ┤しや処㐝に反映するに┦応し
くかつ整合性のとれた、よりⰋいシステムをᵓ⠏するための᳨ドを⾜
う。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ホ価方ἲをよりⰋくするために改善したシステムをά⏝し、教員 
 ホ価をすべての教員に対して実⾜した。 

4.大学の危ᶵ全⯡に対して、

教⫋員がⓗ☜に判断し円

に対応できる危ᶵ⟶⌮体制

の整備 

㜵⅏・危ᶵ⟶⌮委員会のά動を㛤始し、危ᶵ⟶⌮に㛵するㅖつ⛬・ガ
イドラインの☜ㄆ及び必せに応じたぢ┤しを㛵係㒊⨫に指♧し、ㅖつ
⛬のぢ┤しガイドラインの⟇定を⾜う。 
㸳チームを⦅成㸦⮬↛⅏害⟶⌮・事ᴗ⥅⥆⟶⌮㸦BCP㸧㸭ᾏ外危ᶵ⟶⌮
㸭情報危ᶵ⟶⌮㸭◊✲危ᶵ⟶⌮㸭学⏕危ᶵ⟶⌮㸧し㐃携方⟇を᳨ウす
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ることを┠ⓗとしてタ⨨した。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

本年度より委員会の❧上げに伴い㸳つのチーム⦅成を⾜った。ま 
た、新型コロナウイルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため、既存の㸳チームに
加えて、感ᰁ危ᶵ⟶⌮チームも⦅成した。 
㸴・㸯月の㸰回委員会を㛤催し、危ᶵ⟶⌮に㛵するㅖつ⛬のぢ┤し 
とガイドラインの⟇定を⾜った。今後は危ᶵ⟶⌮つ⛬との整合性を 
図って想定される危ᶵ⟶⌮に備え対⟇マニュアルの作成に取りかか 
る。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 10㸸㈈政基┙の充実 

【基本方㔪:6】 
公┈性と収┈性の両❧ 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
㸯㸬㈈※☜保⟇の実㊶による安定ⓗな㈈政基┙のᵓ⠏ 
㸰㸬⿵助㔠制度と大学のシーズをά⏝した外㒊㈨㔠の⋓得推㐍 
㸱㸬効ᯝⓗな⤒㈝削ῶの推㐍 

㈐任⪅:Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧 
分担⪅:岩⏣善光㸦⤒⌮ㄢ㛗㸧、宮㷂和⿱㸦⟶㈈ㄢ㛗㸧、┿弓昭㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧、☾㒊⠜⏨㸦前◊✲

振⯆ㄢ㛗㸧、⤒㈝削ῶ推㐍委員会 
事務局:⤒⌮ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯㸬㈈※☜保⟇の実㊶に

よる安定ⓗな㈈政基┙

のᵓ⠏ 

収入拡大の᳨ウ・実施 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年 4 月に、リハビリテーション学⛉及び㙀⅍サイエンス学⛉
㙀⅍・スポーツトレーナー学専攻㛤タの影㡪もあり、学⏕⏕徒➼⣡付
㔠収入が増加した。また、⤒常㈝⿵助㔠の増加や教⫱◊✲タ備・⨨
➼の⿵助㔠制度のά⏝により⿵助㔠収入も増加し、収入を拡大するこ
とができた。 

㸰㸬⿵助㔠制度と大学の

シーズをά⏝した外㒊

㈨㔠の⋓得推㐍 

 

 

① 教員➼の◊✲ά動に㈨するための㈈政基┙として、大学の◊✲シー
ズを基にした受ク・共同◊✲㈝や寄付㔠を⋓得する。 
◆◊✲シーズ㞟を㖟⾜、商工会㆟所、三㔜┴⏘ᴗ支援センター➼に㓄布
する 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ◊✲シーズ㞟 2019 は 2019年㸯月に刊⾜、┴内の㖟⾜、商工会㆟ 
所、三㔜┴⏘ᴗ支援センターに㓄布した。 
 

◆受ク・共同◊✲㈝や寄付㔠を⋓得し、◊✲ά動をάⓎ化させる 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  2019 年度は受ク◊✲が㸵件㸦7,230 千円㸧、共同◊✲が㸷件㸦9,100 
千円㸧、寄㝃㔠は 12件㸦18,675 千円㸧で昨年同ᵝに一定数⋓得して 
いる。 

 
② 教⫱◊✲タ備・⨨➼に㛵するィ⏬の実⾜上、各✀⿵助㔠制度に合
⮴する件においては✚ᴟⓗなά⏝を推㐍する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

⿵助㔠⏦ㄳ⤖ᯝ 
・◊✲タ備 㸯件応募 ☜定 
・バリアフリー化工事 㸰件応募 㸰件☜定 
・ICT ά⏝推㐍事ᴗ 㸯件応募 応募内容がヱ当せず 

㸱㸬効ᯝⓗな⤒㈝削ῶの

推㐍 

 

 

⤒㈝削ῶ意㆑に㛵する啓Ⓨά動 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

◆⤒㈝削ῶ推㐍委員会で、年㸳回の「サムスエコ㏻信」を教⫋員にⓎ



㕥㮵医⒪⛉学大学 

 

信し、また、教⫋員全体◊修では、外㒊からㅮ師を招いてㅮ₇を実施
してエコά動と⤒㈝削ῶの啓Ⓨά動を⾜った。 
◆≀品㉎入➼⏦ㄳ書、伺書➼の⛺㆟書に㛵する㈝⏝対効ᯝのⷧい件
や、↓㥏使いになりそうな件についての指導については、2019年
度も⥅⥆して⾜った。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 11㸸4 つのポリシーの実㉁化 

【基本方㔪:1】 
‶㊊度の㧗い教⫱の推㐍 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1㸬㸲つのポリシーの⟇定と㐠⏝についてガイドラインに則した PDCA サイクルを実⾜ 

㈐任⪅㸸㇏⏣㛗康 
分担⪅㸸教⫱改㠉委員会、教⫱㉁保ド委員会 
事務局㸸教務ㄢ 

2019年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬㸲つのポリシーの

⟇定と㐠⏝につい

てガイドラインに

則した PDCA サイ

クルを実⾜ 

①㸲つのポリシーの㐠⏝に㛵する㹎㹂㹁㸿サイクルの仕⤌みを実⾜ 
◆ガイダンス➼で、教⫱┠ᶆを㋃まえたディプロマポリシーを学⏕に
周▱する。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

カリキュラムマップをガイダンスで㓄布し、教⫱┠ᶆやディプロ 
マポリシーについて周▱している。 
 
◆ガイダンス➼で、カリキュラムポリシーを学⏕に周▱し、ディプロ
マポリシーとの一㈏性を☜ㄆし、教⫱ㄢ⛬が体⣔ⓗに⦅成されてい
ることを学⏕にㄝ明する。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ガイダンスの中で、学⏕にㄝ明している。 
 
◆教⫱㉁保ド委員会でアドミッション・ポリシーと教⫱ㄢ⛬との整合
性をⅬ᳨し、PDCA サイクルを回す。 

䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  教⫱㉁保ド委員会の役割の一つになっているが、教⫱改㠉委員会の 
報告会が延期になっている。 

 
②ディプロマポリシーの㐩成度をチェックする仕⤌みをᵓ⠏する。 

◆ディプロマポリシーの㐩成度をチェックするために、学⏕の学修成
ᯝに㛵するアンケートを卒ᴗ前の㸲年⏕に対して実施し、IR 推㐍
室で㞟ィし、☜ㄆする。 

■㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㹇㹐推㐍室で㞟ィし、グラフ化したものを本学のホームページに 
公⾲している。 
 
◆㞟ィ⤖ᯝを各学⛉へ報告し、教⫱㉁保ド委員会で改善にά⏝する。 
□㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  教務委員会で㞟ィ⤖ᯝを報告し、各学⛉の教⫱㉁保ド委員会の中で 
 カリキュラム全体および⛉┠の内容・㛤ㅮ時期など᳨ウし、改善を

᳨ウしている。 
 
③アセスメントポリシーについて、教⫱㉁保ド委員会で☜ㄆし、学⛉内

において必せな修ṇを⾜う。 
䕕㐩成(100%) ■䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  
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上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  教⫱㉁保ド委員会で☜ㄆする仕⤌みはᵓ⠏したが、教⫱改㠉委員会
へ☜ㄆし対応した⤖ᯝに㛵する報告会が延期になった。 

 
④教⫱㉁保ド委員会で᳨ウし、実施した内容を⮬己ホ価委員会で報告

し、☜ㄆする 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) ■㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  教⫱㉁保ド委員会で᳨ウし、実施した内容を⮬己ホ価委員会で報告
するᶵ会が延期になった。 

 
 

 
 

 

 

 


